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ヨコハマトリエンナーレ 2020 について  
 

 

 本市及び横浜トリエンナーレ組織委員会では、新型コロナウイルス感染症の状況を慎

重に見極めながら、開催に向けた準備を進めてきました。 

政府は、緊急事態宣言解除後、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」に

おいて、美術館、博物館などについて「感染防止策を講じることを前提に開放すること」

としています。こうした方針を踏まえ、徹底した感染予防を行ったうえでヨコハマトリ

エンナーレ 2020 を開催することとしました。 

 

 

1 開催にあたっての主な変更点 

（１）開幕日の変更 

当初は７月３日（金）からの開幕を予定していましたが、新型コロナウイルス感染

症への十分な安全対策を講じるため、開幕を２週間延期して 2020 年７月 17 日（金）

から 10 月 11 日（日）までの会期といたします。 

 

（２）日時指定の予約制チケットの導入 

いわゆる「３密」回避のため、会場内の人数を一定以下に保つことを目的として、

チケットは日時指定の予約制とします。 

一般 大学生・専門学校生 高校生 中学生以下 

2,000 円 1,200 円 800 円 無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民・文化観光・消防委員会資料 

令 和 ２ 年 ６ 月 2 9 日 

文 化 観 光 局 

【概要】 

タイトル：ヨコハマトリエンナーレ 2020 

「AFTERGLOW―光の破片をつかまえる」 

会 期：令和２年７月 17 日（金）～ 10 月 11 日（日） 

（開催日数 78 日間）  

※休場日：木曜日（7/23、8/13、10/8 を除く） 

会 場：横浜美術館、プロット 48 

チケット：日時指定の予約制 

参加作家：65 組 
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２ 主な新型コロナウイルス感染予防策 

（公財）日本博物館協会のガイドライン等に沿って十分な安全対策を講じます。 

＜主な取組＞・日時指定予約チケットの導入による入場制限（140 人/１時間を予定） 

・来場者のマスク着用、入場時の検温、手洗い・消毒の徹底 

・会場内の消毒、換気、対人距離の確保 

・スタッフのマスク着用や検温の徹底 

 

３ 今回展の特徴 

（１）タイトル「AFTERGLOW－光の破片をつかまえる」 

「AFTERGLOW-光の破片をつかまえる」と題し、目まぐるしく変化する世界の中で、

大切な光を自ら発見してつかみ取る力と、他者を排除することなく、共生のための道

を探るすべについて一緒に考えます。  

 

（２）初の外国人ディレクター 

インドのニューデリーを拠点に、世界で活躍する

アーティスト集団「ラクス・メディア・コレクティ

ヴ」を横浜トリエンナーレ史上初めての外国人アー

ティスティック・ディレクターとして迎えました。 

 

（３）展覧会と「エピソード」の２部構成 

展覧会に加え、「エピソード」と称するパフォーマンスや講演会等を開催し、ラク

ス・メディア・コレクティヴの思考のプロセスを公開、共有していきます。 

 

（４）参加作家の多様性 

ア 若さ、新鮮さ 

1980 年代、90 年代生まれが 35 名。20 代、30 代が 52％ 

イ 参加地域の多様さ 

アジア 31 組、ヨーロッパ 14 組、中東 8組、アフリカ 4組、大洋州 4組、 

北南米 3組 ＊1組は未公表  

 

４ その他の取組 

（１）夏の暑さ対策 

横浜美術館からプロット 48 の会場間移動の際にご利用い

ただける、オリジナルの日傘を無料で貸し出すほか、プロッ

ト 48 入口周辺にミスト装置を設置します。 

 

（２）連携プログラム 

９月 11 日（金）より BankART1929 及び黄金町エリアマネジメントセンターが開催

する展覧会をトリエンナーレと併せて鑑賞できる「アート巡りチケット」を販売し、

創造都市として築いている、横浜ならではのまちの力と一体的に推進します。
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<参考> 開催概要 

（１）タイトル：ヨコハマトリエンナーレ 2020「AFTERGLOW―光の破片をつかまえる」 

（２）会  期：令和２年７月 17 日［金］～ 10 月 11 日［日］＜内覧会＞令和２年７月 16 日［木］ 

（３）休 場 日：木曜日（7/23、8/13、10/8 を除く） 

（４）開場日数：78 日 

（５）開場時間：10:00～ 18:00 ※入場は閉場の 30 分前まで 

※10/2（金）、3（土）、10/8（木）、9（金）、10（土）は 21:00 まで 

 10/11（日）は 20:00 まで 

（６）会  場：横浜美術館、プロット 48 ※日本郵船歴史博物館に本展作家１名による展示あり 

（７）主  催：横浜市、（公財）横浜市芸術文化振興財団、ＮＨＫ、朝日新聞社、 

横浜トリエンナーレ組織委員会 

（８）支  援：文化庁（国際芸術フェスティバル支援事業） 

（９）特別協力：独立行政法人国際交流基金、独立行政法人都市再生機構 

（10）後  援：神奈川県、神奈川新聞社、tvk（テレビ神奈川） 

（11）協  賛：日産自動車株式会社、三井不動産グループ、三菱地所グループ 

株式会社 JVC ケンウッド、スターツグループ、大日本印刷株式会社 

株式会社髙島屋 横浜店、森ビル株式会社、株式会社横浜銀行 

上野トランステック株式会社、ＮＴＴ東日本、株式会社大林組、川本工業株式会社 

株式会社キタムラ、株式会社崎陽軒、株式会社サカタのタネ、東レ株式会社、 

ＮＥＣ、ニュウマン横浜、原鉄道模型博物館、横浜信用金庫 

（12）協  力：株式会社 ACM、京浜急行電鉄株式会社、相鉄グループ、第一織物株式会社 

日本郵船歴史博物館、Peatix Japan 株式会社、富士ゼロックス株式会社 

株式会社横浜都市みらい 

（13）助  成：財団法人国家文化芸術基金会、公益財団法人大林財団 

公益財団法人吉野石膏美術振興財団、ＩＦＡ、 

在日フランス大使館／アンスティチュ･フランセ日本、スペイン大使館 

オーストリア文化フォーラム 

（14）認  証：beyond2020 プログラム 

 

 






